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日時 令和 7年 7月 18日（金） 

 14 時 00分～17時 00分 

場所 （一社）静岡県臨床衛生検査技師会事務所及び WEB 開催 

 

  



令和 7年度（一社）静岡県臨床衛生検査技師会 第 2回理事会 

 

 

日 時 ： 令和 7年 7月 18日（金） 14時 00分～17 時 00分 

 

場 所 ： （一社）静岡県臨床衛生検査技師会事務所及び WEB開催 

 

出席者 ： 現在役員数 20名（理事 18名・監事 2名） 

羽切政仁 髙橋詩帆 原宣紀 市川佐知子  

岩崎佐知子 村越鈴大輝  

石井浩崇 鈴木千恵子 須田達也 亀山拓哉 風間文美代  

前澤圭亮 畑本大介 直田健太郎 坂根潤一 齋藤晴義  

山下計太（監事） 

山口聡子（書記） 

（  18 名／全 20名中 うち理事  17名／18名 監事 1名／2名）※敬称略 

欠席  ： 久留島幸路 松浦裕（監事） 

 

議長及び議事録署名選出 

 

議長      羽切政仁  

議事録記名人  髙橋詩帆 原宣紀 市川佐知子 松浦裕 山下計太 

  



【報告事項及び議題】＊敬称略 

 

1. 前回議事録確認（坂根） 

令和年 7度 第 1回理事会議事録が承認された。 

 

2. 日臨技・中臨技関連（直田） 

1） タスクシフトシェア講習会について 

静岡県の講習会開催については、今後も継続していくことが可能である。 

今後の開催については、他県と情報共有して開催方法を検討していく。 

 

3. 東中西部支部関連（市川・村越・岩崎） 

1） 西部支部報告・審議事項 

① 減塩・低カロリープロジェクト 2025 について 

日時：2025 年 11 月 30 日（日）10：30～15：30 

場所：浜松市医師会館（浜松市中央区伝馬町 311-2） 

内容：医師によるミニレクチャー付推定塩分摂取測定、尿検査、血糖値・血圧測定 

皮膚カルテノイド測定、適塩に関する講演会など 

静臨技担当：尿検査、血糖値・血圧測定 

時間：準備から片付け含め 8：30～12：30 頃までの予定 

西部支部理事、支部役員、静岡医療科学専門大学校学生で担当する。 

遠州病院の医師が講義担当を行っている間については、資材等の調達・医師会とのやり

取りは遠州病院が担当し、スタッフの調整（担当割り振り、行動費調整など）について

は西部支部長が担当することとする。 

② 2028年中部圏支部学会について 

開催場所について、西部地区担当であるがアクトが使用できないため、他の地区に依頼

していくのかまた西部地区が担当していくのか、西部地区担当者内で検討し、次回報告

となった。 

 

2） 中部支部報告・審議事項 

① 令和 7年度 定時総会・静岡県医学検査学会の終了報告 

定時総会参加者：97名 

県学会参加者：68名 

大きなトラブルなく終了した。次回は東部地区の担当となる。 

② 令和 7年度 「検査と健康展」 

開催日時：令和 7年 9月 27日（土） 11時～15時（集合時間 10時 解散時間 16時） 

開催場所：エスパルスドリームプラザ 1階 エスパルススクエア 



参加者：参加理事：15名、参加技師：16名（日赤 4名、清水厚生 2名、島田医療センタ

ー2 名、焼津市立 2名、静岡市立 2名、県総 4名）、学生：3名（予定）、医師：1名、計

35 名 

内容：昨年度と同様を予定 

変更点；行動費が 1000円から 3000円に上がる、行動費 3000円＋昼食代 1000円＋交通

費 

予算：日臨技から 50万円補助 

ディスタンスの見積り：昨年度：440,000 円 ⇒ 今年度：430,100円 

(A1 ポスターは事務所に保管してあるものを使用するのでその分減額） 

協和の機器貸出は前年と同様に計 100,000 円で調整中。 

昨年度の総額 761,173円、今年度は行動費分で 7万円程度上がる予定。 

③ 今年度の精度管理報告会 

今回は現地開催となるため、理事の参加協力を依頼する。 

 

3） 東部支部報告・審議事項 

① 令和 7年度 伊豆市社会福祉大会について 

開催日時：令和 7年 10月 11日（土） 

開催場所：修善寺生きいきプラザ 

参加理事：髙橋副会長、岩崎理事、須田理事、鈴木理事 

来年度以降の開催内容を見直すことについて、今後の継続審議事項としていく。例とし

て「検査と健康展」を中部支部と東部支部で交互に開催するなど。 

② メディメッセージ 2025開催要項 

開催日時：令和 7年 11月 15日（土）16日（日） 

開催場所：キラメッセぬまづ 多目的ホール 

参加者・宿泊者：理事全員参加（15 日 19名、16日 20名）・宿泊（15日 6名、16日 17

名） 

今年度は、「実験コーナー」を新設し、白衣などを着用し実験（エッペンを操作する・リ

トマス試験紙を使用するなど）している環境を再現して写真撮影などが行うことができ

る様にする。 

「はたらく細胞」パネル使用が可能であるか、着ぐるみ（ゆるキャラ）などの準備につ

いてディスタンス荒井さんに確認をする。 

 

4. 各部報告・審議 

1） 学術部（原） 

① 報告事項  

a. 研修会申請・生涯研修登録 



・開催申請 

20250712 第 1回 生物化学分析部門研修会：静岡県立総合病院 

20250802 第 2回 輸血細胞治療部門研修会：あざれあ 

20250906 第 2回 臨床生理部門研修会（ハンズオンセミナー）：あざれあ 

・終了申請 

20250510 令和 7年度（第 74回）日本医学検査学会        座長：畑本理事 

20250608 タスクシフトシェアに関する厚生労働大臣指定講習会   参加者： 58 名 

20250614 第 1回 臨床生理部門門研修会             参加者：108 名 

20250621 第 12 回 静岡県医学検査学会              参加者： 68 名 

 

b. 医療関連サービス振興会実施調査 メディック富士  2025年 7月 23日(水) 

 

c. 第 2回静岡県臨床検査精度管理委員会  2025年 9月 3日（水） 

 

d. 令和 7年度（第 63回）中部圏支部医学検査学会  2025年 11月 1日（土）〜2日（日） 

会場：三重県総合文化センター 

・支部シンポジウム 

「災害に備える」〜「被災しました支援してください」と言われたときに〜 

シンポジスト：磐田市立総合病院 久留島理事 

・臨床検査総合部門シンポジウム 

「動き出した新カリキュラムの臨地自習をより充実するためには」 

シンポジスト：坂の上ファミリクリニック 大橋悟様 

・ミニシンポジウム 

【仮】「私たちの検査と健康展」現状の課題と未来の展望 

シンポジスト：JA静岡厚生連 清水厚生病院 原 

・ミニシンポジウム 

【仮】地域ニューリーダーが未来を考える 

シンポジスト：浜松医科大学付属病院 竹林史織様 

・パネルディスカッション 

【仮】臨床検査技師の新時代〜私たちが描く次世代の医療〜”今”を動かす、”未来“を

築くパネラー：静岡県立総合病院 村越常務理事 

e. 令和 7年度日臨技中部圏支部臨床検査総合部門研修会 

月日：2026年 1月 5日（月）〜2月 4日（水） 

形式：WEBでの動画配信視聴による受講 

テーマ：血液ガス領域におけるパニック値の対応 

演者：静岡県立総合病院 青地祐様 



f. 学会管理システム『Menergia』に関すること 

6月から始動した本システムについて、現時点で 3部門 3研修会が活用。会員向けに静臨

技ニュース 6 月・7月号ならびに静臨技 HPへ案内と利用手順について掲載、更に会員向け

一斉メールを配信。現在まで部門員からイベント作成に関する質問や確認はあるが、会員

からの問い合わせはなし。 

g. 精度管理臨床微生物部門員退職に伴う後任について 

部門員一名の任期中退職に伴い部門員補充が必要となる。まずは退職者の施設から要員を補

充できるか協議してもらう。精度管理調査報告会の報告については、退職する部門員が作成

し報告会当日に対応できるのか、できなければ事前録画をして報告する形をとって頂く。 

② 審議事項 

a. 旅費規程に関する見直し（部門員からの要望） 

現規程は宿泊費一泊 12,000円が上限。宿泊費高騰によりその金額での宿泊先確保が困難と

なってきている。部門員から上限見直しについて要望あり。 

日臨技の動向なども考慮し、学術部内で静臨技の運用について検討する。次回の審議事項と

する。 

b. 学術部門員の後任選出 

臨床生理部門の輪番制度を基に他の部門についても当てはめて運用が可能であるか、学術部

内で検討を始める。今後の審議事項とする。 

 

2） 組織部及び連盟（市川） 

① 報告事項 

a. 各種表彰  

・公益臨床検査医学研究振興基金令和 7年度「研究奨励金」 

「藤田光一郎賞」候補者募集→該当者なし  

・令和 8年 春の叙勲・褒章候補者の推薦について→該当者なし  

・令和 7年度 秋季善行表彰候補者の推薦について→該当者なし 

・第 58回 衛生教育奨励賞の表彰候補者の推薦→該当者なし 

・令和 7 年度 公衆衛生事業功労者の表彰候補者の推薦について→該当者なし 

・第 54回 医療功労賞候補者の推薦→（8月 8日締め切り）9月理事会にて報告 

b. 会員の異動  

・令和 7年 5月 6月分の異動→メールにて理事による確認済み 

c. JIMTEF災害医療研修ベーシックコースの受講 

静岡県立総合病院 鈴木圭将技師が受講予定 

d. 求人関連（久留島）  

・前回の理事会後から 7月 14日まで、掲載依頼 8件、削除依頼 0件  

e. 連盟（石井）   



・2025年 6 月 25日 あぜもと励ます会＠静岡 

・2025年 6 月 25日 日本臨床検査技師連盟執行委員会（第 3回） 

② 審議・報告事項 

a. 連絡体制の見直しについて 

組織部長が内容を吟味し、一斉メール、会員個人宛、施設責任者宛、静臨技 HP 掲載とする

のか連絡方法を決定していく。 

b. 賛助会員について 

今年度は 48 社から 46社に変更となった。特典については、4点（静岡県医学検査学会・静

臨技主催学術研修会の際の会費優遇、静臨技 HP 上に団体名とリンク先を掲載、賛助会員の

研修会案内を HP上で紹介、本会の事業報告の提供）とし、希望する 10社に対し静臨技ニュ

ースを送信する。 

c. 県との災害協定について   

・「災害時における臨床検査技師の救護支援活動に関する協定書」の活動範囲を県内外とす

ることについて、理事からの承認が得られた。 

・7月 15日より担当者が梅木様から鈴木様に変更となった。 

d. 卸連合との協定について 

日本臨床検査卸連合会 中部ブロック会長 伊勢久（株）菅谷様、ブロック会員 中北薬

品（株）藤原様と 7月 18日理事会前に打ち合わせを行った。 

災害時の卸の方の行動について保証がされないことが判明し、静臨技と卸と県と 3者での

協定も結ぶ必要があるため、今後県との話を進めていく。 

 

3） 渉外広報部（髙橋） 

① 報告事項 

a. 静臨技ニュース 

・静臨技ニュース 6月・7月号 一斉送信および掲載済  

・静臨技ニュース内容 

6 月号 

自分のペースで学べる！日臨技 eラーニングの紹介 P1 

会員投稿 P2 

2025年度静岡県タスク・シフト/シェア調査結果 P3-11 

静臨技 学術部より重要なお知らせ P12 

令和 7年度静臨技学術部門長会議開催報告 P13 

臨床検査関連研修会 P14-16 

行事予定 P17 

7月号 

令和 7年度定期総会及び第 12回静岡県医学検査学会開催報告 P1－4 



会員投稿 P5 

静臨技 学術部より重要なお知らせ P6 

臨床検査関連研修会 P7-16 

行事予定 P17 

・静臨技ニュース 8月号・・・作成中 

b. 広報部写真撮影 

令和 7年度定期総会及び第 12回静岡県医学検査学会開催報告 

c. ホームページリニューアルについて 

･ディスタンス荒井さんから、理事会前に進捗状況の報告がされた。内容はカレンダー機能

の追加、一般の皆様への追加、各箇所の整理などであった。次回の理事会の際、完成形に

近いものを皆に見てもらい意見をもらうこととする。 

 

4） 会計部 

① 報告事項（齋藤） 

日臨技から下記の送金がされたことを報告された 

a. 令和 7年 4月締め分会費・入会金 289,500円 

b. 令和 7年 5月締め分会費・入会金 163,000円 

c. 令和 7年度「日臨技生涯教育推進研修会」送金 50,000円 

 

5） その他（羽切） 

① 支部会について 

各支部長へ計画の着手が依頼された。 

② スタートアップ研修会について 

組織部へ開催日・場所等の確定が依頼された。 

 

 

書記 山口 聡子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 静岡県臨床衛生検査技師会 

 

議長  羽切政仁 

 

 

氏名            印 

 

議事録記名人 

 

髙橋詩帆 原宣紀 市川佐知子 松浦裕 山下計太 

 

 

氏名            印 

 

 

氏名            印 

 

 

氏名            印 

 

 

氏名            印 

 

 

氏名            印 


